
学生活動紹介！ 

メイプルハウス 

11 月 19 日（土）庄原青年会議所主催イベント「空き家活用フェス」におい

て、県大サークルメープルハウスが板橋町の空き家で「学生による地産池消ごは

ん」を実施されました。この活動は、代表を務める近藤裕祐さんの「庄原にたくさ

んある空き家を有効利用したい」「庄原に学生が集まれる場所を作りたい」との思

いから実現。当日はイベント関係者約 30 名が庄原産にこだわった特製なべを囲

み懇親を深めました。 

近藤さんによると、この鍋に使われた野菜は地元の方から無料で提

供を受けたもの。今後もこの事業をきっかけに更なる輪が広がること

を期待します。 

 

 

その他県大生の活躍 

 

 

 

県大施設紹介 

 

地域から県大へ！ 

東城読書会 

毎月第４火曜日の夜 7 時からウィー東城店内の本屋さんのカフェス

ペースで読書会が開かれています。この会は市内で読書後の感想を語

り合う機会がなく、お茶でも飲みながら読書後の感想を気軽に話せる

場所を作りたいと、東城支所に勤務する地域おこし協力隊の門野淳記

さんを中心に平成 27年 5 月に立ち上げられました。今年 9 月の会合

では 4 名の方が参加し、「好きな作家」をテーマに、漫画を持っ

てきて熱く語る人や絵本について想いを語る人など色々な方が

おられ、楽しい会となりました。庄原からは少し遠い場所とな

りますが、本に興味がある県大生の方も、ぜひ参加してみて欲

しいと思います。 

 

 

この情報紙は、県立広島大学庄原キャンパス（以下「県大」と表記）の学生

や教授が、どんなことを行っているのかだけでなく、市内で学生と活動してい

る人たちを紹介し、大学と地域をつなぐことを目的としています。 

 

＊タイトルにある「はげら池」は県立広島大学庄原キャンパスにある池の名称です。 

東京の丸の内にて JAPAN 

HARVEST2016 にファーマーズハン

ズが参加。庄原の農産物を PR！！ 

県大キャンパス近くの七塚西自治会のふる

さと祭りに、ウィンドオーケストラが出

演・地域活動に貢献してきました！ 

前号で紹介した里山トライアスロンの様

子。写真はロケットストーブを使った火

おこし競技の様子 

＜こんなところでも県大生の皆さんが活動しています！＞ 

ウィー東城のカフェスペース 

 

※次回は 12 月 20 日(火)の予定で、テーマは「挑戦」

になっています。参加費はカフェのコーヒー代として

500 円になります。（開催日は変更になる可能性があ

りますので、事前にウィー東城（電話 08477-2-

1188）へお問い合わせください。 



県大研究室たより 

庄原地域連携センター 上水流
か み づ る

准教授 

地域連携センターは地域と県大教授をつなぐ組織です。上水流准教授

は文化人類学を専門にされており、主に観光と地域振興、観光とナショナ

リズムの関係等地域文化論を研究されています。このような研究を通し、

現在、庄原地域連携センターで庄原キャンパスで研究を活かした地域と

のコーディネーターとして、市民が自由に県大の研究を活用してもらえ

るように、更には学生が地域に出て色々な勉強ができるよう活動されて

います。 

大学と聞くと構えてしまいがちですが、地域の人や企業が科学的な悩み

を解決するために大学教授へ相談ができるよう地域連携センターが間

に入り取り持っています。大学の先生の研究は地域に役に立つ内容が多

いので、何か相談があれば気軽に地域連携センターに連絡してみてくだ

さい。（庄原地域連携センター電話番号：0824-74-1704） 

 

～大学の図書館を利用してみませんか～ 

県立大学図書館 

大学の図書館と聞くと行きづらいイメージがあります。学生しか使えない？専門的な本しか置いてない？

と思われがちです。 

県大の図書館の蔵書数は 20 万冊近くあり、専門書も一般の人向けから超専門的な本まであります。特に

面白いのは学生や先生方が選んだ選書コーナーで自分たちの研究に関係している本だけでなく読んで欲し

い本が選定され並んでいます。最近は小さい子連れの方用に子ども向けの絵本や DVDも揃え始めています。

本だけでなく DVD やレーザーディスクもあり館内で視聴可能なだけでなく、一部の DVD は借りることも

できます。 

広島県民や県内に勤めている方は図書館が利用可能です。 

12 月からは毎週土曜日 10 時 40 分～16 時 20 分に開館することとしており、より利用しやすくなり

ます。市民の皆さんも、ぜひ図書館を利用してみてください。（詳しい開館日や開館時間は、県立広島大学図

書館ホームページの庄原キャンパスの図書館カレンダーでご確認ください） 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 読書の秋は過ぎましたが本ネタを２つ。これから寒くなるので暖かい部屋での読書やウォーム

シェアとして土曜日の昼間に図書館に行ったり、ウィー東城店内のカフェでコーヒーを飲みなが

ら本を読んだりなんて良いのかなと思います。 

 
発行：庄原市企画振興部企画振興課自治振興係 Tel：0824-73-1209 メール：jichi@city.shobara.lg.jp 

日置 大輔 

地域おこし協力隊 

上水流准教授は台湾を中心とした東アジアの歴史認

識・沖縄県八重山地方と台湾・長崎県対馬と韓国との

越境現象などの研究や安芸高田市の多文化共生プ

ロジェクトにも取り組み幅広く活躍されています。 

誰でも利用できる視聴覚スペース 子ども向けの絵本もたくさん ゆったりとしたスペースの館内 雑誌もたくさん揃っています 


